
基本的に精子も卵子と同じで、始原生殖細胞から作られます。しかし
「卵子は老化する」とはよく言いますが、「精子は老化する」とはあまり
言いません。本当でしょうか？ 

精巣は下垂体からの指令、つまりホルモンの作用で働きます。し
たがって、ホルモンが少ないと機能は低下します。特に男性ホル
モンは精巣環境を整えるうえで、地味に重要です。 

IMSIにより正常精子を選択し授精させることができます。まだ発
展途上ですが、急速に進歩しています。 

男性不妊の治療 

今、男性不妊が急浮上 

精子検査の概要 

まず皆さんに知っていただき
たいのは、精子の検査には 

➔精子基本検査 

➔運動能力検査 

➔形態精密検査 

の各ステップがあるということ
です。 

各検査の精度は、使用する
機器、検査技師の熟練度、結
果を解析するノウハウにより
大きく左右されます。 

精度の向上により、従来男性
不妊と見なされなかった人た
ちも、実は深刻な精子の異常
を持っていることがわかってき
ました。 

我々の精子検査は、 

①数に関する基本検査 

②直進性と速度に関す
る運動能力検査 

③質的な以上に関する
形態検査 

から成り立っています。 

精子数の異常に関す
る対策は禁欲期間の
調整が重要です。 

しかし、運動能力と形
態異常に関しては、効
果的な対策が少ない
のが現状です。 

あらゆる検査結果の異常率は検査精度に依存します。精子検査の
精度も10年、20年前とは格段の進歩を遂げており、最新の検査
法では男性不妊が非常に多いことがわかってきました。 

精子の正常基準は時代とともに変遷してきました。特に大きく変
化したのは運動能力評価と形態評価です。形態評価は技術レベル
の影響が大きく、低くなるほど正常率が高くなります。 

特に原液精子の運動能力が精製により改善する場合に有効です。 


